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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 6月 5日 (2006.6.5)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　

　
　

　

【 請 求 項 ２ 】
　

　

【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】
　

【 請 求 項 ５ 】
　

管 継 手 の 流 体 通 路 の 開 閉 を 行 う た め の バ ル ブ を 該 流 体 通 路 に 沿 っ て 変 位 可 能 に 保 持 す る
た め 、 一 枚 の 板 金 か ら 成 形 さ れ た 板 金 バ ル ブ 爪 で あ っ て 、

前 記 バ ル ブ の バ ル ブ 軸 の 一 端 を 通 す ガ イ ド 穴 を 有 す る 胴 部 と 、
前 記 胴 部 の 周 縁 に 、 周 方 向 で 所 定 の 間 隔 を あ け て 前 記 バ ル ブ 軸 の 半 径 方 向 外 側 に 伸 張 す

る よ う に 設 け ら れ 、 か つ 屈 曲 部 で 一 側 へ 折 り 曲 げ ら れ た 複 数 の ア ー ム 部 と を 具 備 し 、
前 記 ア ー ム 部 の 先 端 近 傍 と 前 記 屈 曲 部 と の 間 で そ の 長 手 方 向 に 配 設 さ れ て リ ブ 状 に 隆 起

し た 補 強 構 造 と 、 前 記 屈 曲 部 上 に 配 設 さ れ て リ ブ 状 に 隆 起 し た 補 強 構 造 と 、 前 記 ガ イ ド 穴
の 周 縁 を バ ル ブ 軸 の 軸 線 方 向 に 筒 状 に 延 ば し た 補 強 構 造 の う ち の 少 な く と も １ つ を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 板 金 バ ル ブ 爪 。

前 記 胴 部 に は 、 前 記 バ ル ブ を 流 体 通 路 閉 止 位 置 に 向 け て 付 勢 す る た め に 前 記 バ ル ブ 軸 の
周 り に 配 設 さ れ る ス プ リ ン グ の 一 端 が 当 接 し 、

前 記 胴 部 の 周 縁 か つ 隣 り 合 う 前 記 ア ー ム 部 の 間 の 位 置 に 、 前 記 ア ー ム 部 と は 反 対 側 に 折
り 曲 げ ら れ た 複 数 の ス プ リ ン グ 係 止 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 板 金 バ ル ブ 爪 。

前 記 ア ー ム 部 の 先 端 近 傍 と 前 記 屈 曲 部 と の 間 に 配 設 さ れ た 補 強 構 造 と 、 前 記 屈 曲 部 上 に
配 設 さ れ た 補 強 構 造 と が 連 続 成 形 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の
板 金 バ ル ブ 爪 。

前 記 ア ー ム 部 の 先 端 に 、 前 記 管 継 手 の 流 体 経 路 の 内 壁 に 形 成 さ れ た 環 状 の 係 止 段 部 に 係
合 可 能 と さ れ た 先 端 縁 が 形 成 さ れ 、 該 先 端 縁 の 中 間 部 分 に 前 記 係 止 段 部 に 係 合 し な い 非 係
合 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の 板 金 バ ル ブ 爪 。

前 記 非 係 合 部 が 、 前 記 先 端 縁 中 央 部 分 の 切 り 欠 き に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ４ に 記 載 の 板 金 バ ル ブ 爪 。



【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、

点 に 第 １ の
特 徴 が あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、

点 に 第 ２ の 特 徴 が あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、

点 に 第 ３ の 特 徴 が あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、

点 に 第 ４ の 特 徴 が あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
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管 継 手 の 流 体 通 路 の 開 閉 を 行 う た め の バ ル
ブ を 該 流 体 通 路 に 沿 っ て 変 位 可 能 に 保 持 す る た め 、 一 枚 の 板 金 か ら 成 形 さ れ た 板 金 バ ル ブ
爪 で あ っ て 、 前 記 バ ル ブ の バ ル ブ 軸 の 一 端 を 通 す ガ イ ド 穴 を 有 す る 胴 部 と 、 前 記 胴 部 の 周
縁 に 、 周 方 向 で 所 定 の 間 隔 を あ け て 前 記 バ ル ブ 軸 の 半 径 方 向 外 側 に 伸 張 す る よ う に 設 け ら
れ 、 か つ 屈 曲 部 で 一 側 へ 折 り 曲 げ ら れ た 複 数 の ア ー ム 部 と を 具 備 し 、 前 記 ア ー ム 部 の 先 端
近 傍 と 前 記 屈 曲 部 と の 間 で そ の 長 手 方 向 に 配 設 さ れ て リ ブ 状 に 隆 起 し た 補 強 構 造 と 、 前 記
屈 曲 部 上 に 配 設 さ れ て リ ブ 状 に 隆 起 し た 補 強 構 造 と 、 前 記 ガ イ ド 穴 の 周 縁 を バ ル ブ 軸 の 軸
線 方 向 に 筒 状 に 延 ば し た 補 強 構 造 の う ち の 少 な く と も １ つ を 有 す る よ う に し た

前 記 胴 部 に は 、 前 記 バ ル ブ を 流 体 通 路 閉 止 位 置 に 向 け て 付 勢 す る た め に 前 記 バ ル
ブ 軸 の 周 り に 配 設 さ れ る ス プ リ ン グ の 一 端 が 当 接 し 、 前 記 胴 部 の 周 縁 か つ 隣 り 合 う 前 記 ア
ー ム 部 の 間 の 位 置 に 、 前 記 ア ー ム 部 と は 反 対 側 に 折 り 曲 げ ら れ た 複 数 の ス プ リ ン グ 係 止 部
が 形 成 さ れ る よ う に し た

前 記 ア ー ム 部 の 先 端 近 傍 と 前 記 屈 曲 部 と の 間 に 配 設 さ れ た 補 強 構 造 と 、 前 記 屈 曲
部 上 に 配 設 さ れ た 補 強 構 造 と が 連 続 成 形 さ れ る よ う に し た

前 記 ア ー ム 部 の 先 端 に 、 前 記 管 継 手 の 流 体 経 路 の 内 壁 に 形 成 さ れ た 環 状 の 係 止 段
部 に 係 合 可 能 と さ れ た 先 端 縁 が 形 成 さ れ 、 該 先 端 縁 の 中 間 部 分 に 前 記 係 止 段 部 に 係 合 し な
い 非 係 合 部 を 有 す る よ う に し た

さ ら に 、 前 記 非 係 合 部 が 、 前 記 先 端 縁 中 央 部 分 の 切 り 欠 き に よ り 形 成 さ れ る よ う に し た
点 に 第 ５ の 特 徴 が あ る 。



【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、

【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　

【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　

【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
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ア ー ム 部 の 先 端 近 傍 と 前 記 屈 曲 部 と の 間 で そ の 長 手 方 向 に 配
設 さ れ て リ ブ 状 に 隆 起 し た 補 強 構 造 と 、 屈 曲 部 上 に 配 設 さ れ て リ ブ 状 に 隆 起 し た 補 強 構 造
と 、 ガ イ ド 穴 の 周 縁 を バ ル ブ 軸 の 軸 線 方 向 に 筒 状 に 延 ば し た 補 強 構 造 の う ち の 少 な く と も
１ つ を 有 す る よ う に し た の で 、 簡 単 な 構 造 に よ っ て 板 金 バ ル ブ 爪 の 強 度 を 高 め て 、 高 圧 力
か つ 大 口 径 の 管 継 手 に 使 用 す る こ と が で き る よ う に な る 。 ま た 、 胴 部 に 形 成 さ れ る 筒 状 の
補 強 構 造 に お い て は 、 胴 部 の 面 積 を 小 さ く し て 流 路 抵 抗 の 低 減 を 可 能 に す る と 共 に 、 該 補
強 構 造 が バ ル ブ ガ イ ド の 役 割 を 果 た し て 、 バ ル ブ の 開 閉 動 作 を よ り 正 確 に 行 う こ と が で き
る よ う に な る 。

請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 胴 部 に は 、 バ ル ブ を 流 体 通 路 閉 止 位 置 に 向 け て 付 勢 す る た め
に バ ル ブ 軸 の 周 り に 配 設 さ れ る ス プ リ ン グ の 一 端 が 当 接 し 、 胴 部 の 周 縁 か つ 隣 り 合 う 前 記
ア ー ム 部 の 間 の 位 置 に 、 ア ー ム 部 と は 反 対 側 に 折 り 曲 げ ら れ た 複 数 の ス プ リ ン グ 係 止 部 を
形 成 し た の で 、 流 路 抵 抗 を 大 き く 増 す こ と な く 、 バ ル ブ 軸 の 回 り に 配 設 さ れ る ス プ リ ン グ
を よ り 安 定 的 に 支 持 す る こ と が 可 能 と な る 。

請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 ア ー ム 部 の 先 端 近 傍 と 屈 曲 部 と の 間 に 配 設 さ れ た 補 強 構 造 と
、 屈 曲 部 上 に 配 設 さ れ た 補 強 構 造 と が 連 続 成 形 さ れ る よ う に し た の で 、 簡 単 な 構 造 に よ っ
て ア ー ム 部 の 強 度 を よ り 高 め る こ と が で き る よ う に な る 。 ま た 、 １ 回 の プ レ ス 加 工 で ２ つ
の 補 強 構 造 を 同 時 に 形 成 す る こ と が で き る の で 、 作 業 工 数 の 低 減 が 可 能 と な る 。 ま た 、 特
に ア ー ム 部 の 強 度 が 高 ま る た め 、 胴 部 と ア ー ム 部 が 成 す 内 角 の 大 き さ を 増 す と 共 に 、 ア ー
ム 部 お よ び 胴 部 の 面 積 を 小 さ く す る こ と で 流 路 抵 抗 を 低 減 す る こ と が で き る よ う に な る 。

請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 ア ー ム 部 の 先 端 に 、 管 継 手 の 流 体 経 路 の 内 壁 に 形 成 さ れ た 環
状 の 係 止 段 部 に 係 合 可 能 と さ れ た 先 端 縁 が 形 成 さ れ 、 該 先 端 縁 の 中 間 部 分 に 係 止 段 部 に 係



【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　

【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
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合 し な い 非 係 合 部 を 有 す る よ う に し た の で 、 万 一 、 加 工 工 程 で ア ー ム 部 の 先 端 に 反 り や 歪
み が 生 じ た 際 に も 、 管 継 手 の 内 周 に 設 け ら れ た 係 止 段 部 と の 係 合 を 点 ま た は 線 で 複 数 持 た
せ る こ と で 、 板 金 バ ル ブ 爪 を 安 定 的 に 固 定 す る こ と が で き る よ う に な る 。

請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 非 係 合 部 が 、 先 端 縁 中 央 部 分 の 切 り 欠 き に よ り 形 成 さ れ る よ
う に し た の で 、 板 金 バ ル ブ 爪 全 体 を 形 成 す る プ レ ス 加 工 の 際 に 同 時 に 形 成 す る こ と が 容 易
と な り 、 作 業 工 数 を 増 さ ず に 非 係 合 部 の 形 成 が 可 能 と な る 。
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